
ケアフェス2015講演 

物語の先にあるもの 

「ペコロスの母に 
 会いに行くまでとその後」 
 ～漫画家 岡野雄一さんを迎えて～ 

こんなお気持ちは 
     ありませんか？ 

アルコール問
題のあった親
を看る？ 

家族の前半
の物語は変
わるのか？ 

長年確執のあった
連れのケア・・ 
 

講師 岡野雄一さん（漫画家） 
  対談付き 山本由紀 

   (上智社会福祉専門学校） 

お問い合わせ 

 主催 遠藤嗜癖問題相談室 
03-5458-1985 
http://www.shiheki.jp 

 

TEL 

URL 

日程 

時間 

場所 

9月27日（日）  

12：30～14：00 

上智大学12号館2階202室 
    

忘れられる
こと、忘れ
られないこ
と・・ 

（申し込み不要 定員100名 ケアフェス参加費500円） 

http://www.shiheki.jp/
http://www.shiheki.jp/


 

高齢者の介護にかかわる家族のためのカウンセリングや相談をしてきて思うことは、家族のみなさんには

様々な葛藤をもっていることがあるということです。「私は親にあまり愛されなかった」「親には親らしいことをし

てもらえなかった」というものもありますし、「親にずっと迷惑をかけてしまった」「親とほとんどかかわらないでや

ってきた」などというものもあります。長い間酒害に苦しめられたり、暴力をふるわれてきたという家族もいま

す。 そして介護にはかかわらない、という選択をなさる人もいます。 

それでもかかわりを切らず、そばにいて介護役やキーパーソンを引き受ける家族の物語の中には、豊か

な思い出だけでなく、痛みや病気、問題に振り回されるなどの苦いものも含まれています。 

家族の介護にかかわる時間はこれらと向き合い、目の前の力をなくしていく大切な存在にもう一度折り

合いをつけ、その思いを含有した今を生きる時間となります。 

許さなくてもいい、謝らなくてもいい。言えなかった思いを伝えきれなくてもいい。ただ思い出にちょっと笑え

たら。当時気づかなかった相手の思いが少しわかったら。介護にかかわるということは相手と自分の物語に

おける、エピローグを味わうことでもあります。 

 漫画家・岡野雄一さんは著書「ペコロスの母に会いに行く」「ペコロスの母の玉手箱」でそのエピローグを

ユーモアをたっぷり、ペーソスを少し、漫画にして表現されています。作品は映画化され、現在も東京新聞

などに連載中です。私どもはその作品を介護にたずさわるご家族にこれまで薦めてきました。 

今回岡野さんを招き、介護やケアに関わる家族のイベントであるケアフェスにて、講演会を開催すること

となりました。ご興味のあるケア家族や関係者の方々にお声をかけていただき、皆様お誘いあわせ上、ご

来場いただければ幸いです。                           

  講演後自由に参加できるしゃべり場を設けています。講演の感想や自分の物語を言葉にしてみたい

方はぜひご参加ください。                  

遠藤嗜癖問題相談室 室長 山本由紀    

 

ご挨拶 ～「ペコロスの母に会いに行く」岡野雄一さん講演会に寄せて 

 


